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ご  意  見 

 まさかの花火大会について 

 

コロナ禍で、まだワクチンを皆打ち終わっていないのに花火大会をするとか、

中川原公園から打ち上げるとか。 

治水の事で対岸の人達は中川原の事をずっと怖いと話しをされているのに

ガレキは１年間放置されたままで花火大会をするのですか？ 

 だいたい梅雨入り前までに公園のまわりの堆積物やガレキの撤去をするべ

きではなかったのですか？ 

 コロナも治水の事もまだまだなのに危機管理は大丈夫ですか？ 

 この状況下の中で先走りをせずに常に危機管理を先に考えるべきです。 

  

回       答 

 

御意見をいただきありがとうございます。 

花火大会の開催につきましては、観光振興課からお答えいたします。 

令和 3年 8月 15日に第 66回人吉花火大会を開催いたします。被災から 1年

を迎え、追悼と復興への願いを込めての花火大会です。 

ご指摘いただいたとおり、コロナ禍での開催ですので、例年より短時間の

約 30分で打ち上げを行います。また、歴史の広場への露店の出店をなくし、

感染拡大防止に努めながら行うものです。 

なお、開催の 8月 15日に、まん延防止等重点措置・緊急事態宣言等が発出

された場合には、花火大会の延期等を予定しております。 

 

次に、中川原公園につきましては、管理します都市計画課街路公園係から

お答えいたします。 

 現在の中川原公園でございますが、市道（大橋）からの立ち入りを締め切

りまして、公園使用を制限しております。昨年の豪雨災害で被災したままの

状況ですので、近隣にお住まいの方におかれましては不安に感じていらっし

ゃることと存じております。 

しかしながら、球磨川の中州に位置します中川原公園は、今、球磨川流域

治水対策との関わりや中川原公園の総合的な判断が必要と考えております。 

現在、国土交通省において、中川原公園を中心とした河川断面における科

学的な検証を行っていただいております。 

その解析結果を総合的に判断し、今後の中川原公園の復旧工法を検討した

いと考えております。 

 ご心配とご迷惑をおかけしておりますが、中川原公園の復旧等につきまし

て今後ともご理解を賜りますようお願い申し上げます。 



 


